
Ｑ
１

戦
争
を
起
こ
す
動
機
は
？

地
域
的
な
武
力
紛
争
は
、
領

土
、
資
源
、
宗
教
な
ど
の
問
題

で
起
き
て
い
ま
す
が
、
国
家
対

国
家
の
戦
争
は
こ
の
間
は
起
き

て
い
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
戦
争

を
起
こ
す
動
機
は
、
そ
の
国
の

「
意
志
、
能
力
、
国
益
」
に
あ
り
、

戦
争
に
勝
て
る
と
判
断
し
た
場

合
で
す
。
ま
た
、
戦
争
を
仕
掛

け
た
国
は
、
第
一
撃
で
敵
国
に

致
命
的
な
損
害
を
与
え
、
報
復

不
可
能
な
状
態
を
狙
い
ま
す
。

日
本
は
基
地
と
原
発
が
攻
撃

さ
れ
、
致
命
的
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
２

現
代
の
戦
争
の
実
態
は
？

か
つ
て
の
戦
争
は
、
大
規
模

な
地
上
軍
の
侵
攻
を
背
景
に
、

空
、
海
の
総
合
的
な
兵
力
を
動

員
し
ま
し
た
。
そ
の
例
は
ベ
ト

ナ
ム
侵
略
戦
争
（
１
９
５
５
年

～
１
９
７
５
年
）
で
し
た
。
そ

の
後
の
イ
ラ
ク
戦
争
（
２
０
０

３
年
）
で
は
、
ト
マ
ホ
ー
ク
巡

航
ミ
サ
イ
ル
や
ス
テ
ル
ス
爆
撃

機
か
ら
の
精
密
誘
導
兵
器
な
ど

を
駆
使
し
た
先
制
攻
撃
が
な
さ

れ
、
戦
争
の
形
態
は
変
化
し
、

今
で
は
「
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・

ミ
サ
イ
ル
・
ー
敵
の
攻
撃
が
届

か
な
い
と
こ
ろ
か
ら
行
う
」
攻

撃
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
電
磁

波
攻
撃
（
サ
イ
バ
ー
・
仮
想
空

間
）
な
ど
、
宇
宙
が
新
た
な
軍

事
作
戦
の
核
心
と
な
り
、
目
に

見
え
な
い
戦
争
が
常
態
化
し
て

い
ま
す
。
日
本
も
２
０
２
３
年

度
ま
で
に
防
衛
大
臣
直
轄
部
隊

の
「
サ
イ
バ
ー

防
衛
部
隊
」
の

新
編
成
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
３

日
本
の
仮
想
敵
国
は
？

日
本
の
仮
想
敵
国
は
中
国
と

朝
鮮
で
す
。
日
本
は
中
国
を
敵

国
と
し
て
、
沖
縄
県
の
各
島
へ

島
嶼
防
衛
部
隊
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
中
国
が
日
本

に
戦
争
を
仕
掛
け
る
で
し
ょ
う

か
。
そ
も
そ
も
戦
争
の
動
機
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
日
本

と
中
国
の
貿
易
量
は
米
国
を
抜

き
第
一
位
（
図
１
参
照
）
で
あ

り
、
こ
れ
を
無
視
し
た
戦
争
は

両
国
と
も
国
益
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
朝
鮮
半
島
は
朝
鮮
戦

争
（
１
９
５
０
年
６
月
～
１
９

５
３
年
７
月
）
の
休
戦
状
態
に

あ
り
、
こ
の
協
定
を
「
戦
争
状

態
」
か
ら
平
和
協
定
に
向
け
る

べ
き
で
す
。
こ
の
問
題
は
、
米

国
が
朝
鮮
の
安
全
を
保
障
し
、

朝
鮮
が
核
開
発
を

中
止
し
、
平
和
協

定
を
結
べ
ば
解
決

で
き
ま
す
。
そ
の

外
交
努
力
を
日
本

が
す
べ
き
で
、「
圧

力
と
制
裁
」
で
は

問
題
は
解
決
で
き

ま
せ
ん
。
ま
し
て

や
、
朝
鮮
が
日
本

に
全
面
戦
争
を
し
か
け
る
能
力

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
４

幼
稚
な
論
理
を
見
ぬ
く

政
府
が
検
討
す
る
「
敵
基
地

攻
撃
能
力
の
獲
得
」
は
、
米
国

と
の
軍
事
一
体
化
と
高
額
武
器

の
セ
ー
ル
ス
に
屈
し
、
周
辺
諸

国
と
の
軋
轢
を
助
長
す
る
も
の

で
す
。
ま
し
て
や
「
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
が
さ
れ
る
」
な
ど
判
断
し
、

事
前
に
敵
基
地
を
先
制
攻
撃
す

れ
ば
全
面
戦
争
に
な
り
ま
す
。

安
倍
政
権
の
宣
伝
は
「
戦
争

が
で
き
る
日
本
」
に
す
る
た
め

の
も
の
で
、
扇
動
に
乗
ら
ず
、

冷
静
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
本
は
平
和
憲
法
を
生
か
し
、

外
交
努
力
で
国
際
問
題
を
解
決

す
べ
き
立
場
に
立
ち
戻
る
こ
と

こ
そ
「
国
益
」
で
す
。
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安倍政権 専守防衛を捨て、敵基地攻撃戦略へ！

政
府
は
６
月
24
日
、
陸
上
配
備
型
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
「
イ
ー

ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
の
配
備
停
止
に
よ
る
日
本
の
軍
事
戦
略

の
見
直
し
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
「
敵
基
地
攻
撃

能
力
」
の
保
有
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
従
来
の
「
専
守
防
衛
」
の
国
是
と
憲
法
９
条
の
全

面
否
定
で
す
。
そ
こ
で
政
府
・
自
民
党
が
言
う
、
「
防
衛
問

題
」
の
い
く
つ
か
の
問
題
点
、
疑
問
点
を
検
討
し
、
こ
れ
が

い
か
に
危
険
で
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
か
見
て
み
ま
す
。

防衛問題・Ｑ＆Ａ

図ー１ なるほどの素・HPより


